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総合防犯設備士コーナー

防犯設備士取得まで
　私はアラコム株式会社という警備会社で、制服を着た常駐警備員として勤務しておりましたが、機械警備の部署
へ異動となり防犯設備士という資格を知りました。
　昭和から平成に変わり皆様もご承知のとおり犯罪情勢が大きく変わり、犯罪件数が年々増加して「機械警備」の
重要性が認識され始めました。警備の現場に身をおいていましたがマンパワーの他にカメラや機械警備関連の重要
性を感じていました。そして1998年（平成10年）防犯設備士を取得しました。
　資格所得後、横浜支社勤務となりましたが、日々犯罪件数が増す中で「契約先」からの防犯相談が多くなりまし
た。特に集合住宅の管理会社からの要請が多く、ほぼ毎週のように週末はマンション管理組合の理事会に出席をし
ていました。
　空き巣、痴漢等の犯罪が多く、それへの対策をどうするか？その対応に当たる中で、既設マンションの犯罪情勢の
他、新築マンションが竣工し入居開始から空き巣が多発するまでの期間がどんどん短くなっていること等、地域の警
察署や安全協会から多くの情報を聞くことが出来て、それなりにスキルアップに繋がったと思います。
　具体的な対策としては、防犯カメラ、防犯ミラー設置での対応の他、外周への赤外線ビーム検知器設置や、高い
位置からの防犯照明設置を依頼する等、ハード面の提案の他、管理組合の他、自治会や町内会、安全協会へ積極
的に関わること等、様々な提案をしました。
　それらの現地対応をして蓄積した「自分自身の経験値」を元に防犯相談に対応していましたが、「これで良いの
か？もっと良い方法はないのか？」との不安がありました。「背骨が欲しい」と常に感じていました。
　
総合防犯設備士取得へ
　そして「総合防犯設備士」という資格が出来ることを聞いて、2002年（平成14年）総合防犯設備士を取得しました。
　もちろん資格を取得したからと言ってすぐに自分のスキルアップが図れる訳ではありませんが、防犯設備士には無
かった「防犯監査、防犯コンサル」に関しての学びがありました。
　その後、総合防犯士会へ入会し、総合防犯設士の資格をもっている多くの方との接触で「本業が防犯関連では
ない」方とも知り合い、地域の防犯セミナーを通じて活躍している様子などを聞いて「新たな発見」がありました。
　また、日本防犯設備協会や総合防犯士会で主催する数多くの見学会・勉強会にも参加することが出来ました。原
子力関連施設、米軍基地、刑務所、成田空港等の重要施設でのセキュリティ関連部署の見学は「普段は絶対見る
ことが出来ない場所」を見ることが出来て、尚且つ担当者から解説を聞くことが出来まし
た。最新のシステムを導入していたり、既存のシステムを工夫して活用していたりと、とて
も勉強になりました。
　総合防犯士会の活動の中でも「海外へ進出している日本企業の訪問」は国内の犯
罪抑止にも繋がる学びがありました。
　また、特にセキュリティーショーでの防犯相談コーナーの相談員では、いろいろな企業、
団体、個人の「いま現在の悩み事」を知ることができました。とても貴重な情報です。
　個人情報には十分気を付けて対応していますが、具体的な個別対応は地域協会と
連携しながら進めて成果に繋がっています。
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一般社団法人総合防犯士会の活動
　本年、コロナ禍ではありますが念願だった一般社団法人総合防犯士会（以下ASESと表記します）として新たなス
タートを切ることが出来ました。
　昨年より総合防犯設備士試験の受験セミナーを「集合型」から「Webセミナー」へと実施形態を変え、コロナ禍に
対応して実施しました。首都圏から遠いエリアの参加者からは好評価を得ていますが、集合型でのメリットもあり、集
合型でも出来ないか？との意見も頂いております。
　今後は集合型セミナーとWebセミナーを一緒にする方法も今後の検討課題です。日本防犯設備協会、総合防犯
設備士委員会とも協議しながら「より良いセミナーの形」を模索してゆきたいと思います。
　この受験セミナーのWebセミナーの実施の実績をもとにASESブロック会の活動へと繋げ活発化させております。
北海道～東北ブロック、九州～沖縄ブロックではエリアが広く、ブロック会での報告会議、スキルアップセミナー等への
参加が難しく、活動が難しかったのですが、多くの会員の方がWeb会議を体感したことで「ブロック会での勉強会、セ
ミナーの回数を増やしてほしい。」との要望に繋がってきました。
　先に述べましたが、限られたメンバーの見学会、セミナーでも工夫次第では多くの会員への報告、情報共有が可能
になります。今後、ASESホームページだけではなく、更なる工夫をしてASES会員だけではなく、多くの総合防犯設
備士や防犯設備士のスキルアップの役に立つ活動にしたいと思います。
　私にとって総合防犯設備士の資格所得はとても大きな収穫があり、それは現在進行形でもあります。「総合防犯
設備士を取得して良かった」と思っています。
　現在、総合防犯士会の会長という立場にいます。これからASESで企画するセミナーや見学会のお知らせは、出
来るだけ多くの方の目に触れるよう今まで以上にいろんなチャンネルを活用して積極的に発信してゆきます。総合防
犯設備士の資格をお持ちの方、そしてこれから総合防犯設備士資格取得にチャレンジしようとしている方、多くの方
がASESの活動へ参加出来るようにしたいと思っています。皆様の参加をお待ちしております。




